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議論尽きない！旅客対策会議

12月13日、神戸市中央区文化

センターで、中央本部の取組みで

「2025旅客対策会議、学習会」

を開催した。中央本部から松永書

記長、古田中央執行委員、関西地

本畠山委員長ら総数19名が参加

した。

関西で開催する理由として、バ

ス・タクシー関係分会が関西しか

なく、神戸支部の本四海峡バス分

会と山陽バス分会、大阪支部から

大阪シティバス分会が参加した。

学習会は全日本交通運輸産業労

働組合協議会（交運労協）の事務

局長、蒔田純司さんから「交運労

協の当面の課題と取り組み（バス・

タクシー関係）について」を学習

会として講師して頂いた。内容は

自動運転、運賃の動向、ライドシェ

ア関係、交通空白、白タク問題な

ど43ページの資料を基に問題点

を共有した。バス自動運転車両購

入費が１台につき１億２千万円と、

国土交通省が試算している。

政府の自動運転化のハードルは

高額な車両費と走行中にブレーキ

アシストが誤作動して荷崩れや事

故もあり、自動化導入には数十年

かかるだろうと思われる。神戸支

部の分会からも、実際に阪神高速

で前方に何もないのに減速したこ

とや止まりかけたことの報告があっ

た。大阪支部シティバス分会の越

野分会長からは、強引な車線変更

を強いられるのでバス停の移動の

要望ができないか、シニアカーの

取り扱いの統一化など、問題提起

された。

賃上げには適正運賃収受が重要

2026年６月上旬に中央トラッ

ク部会と国土交通省要請行動に取

り組む課題をまとめていくことを

確認した。重要なのは標準的な運

賃が廃止され３年以内に「適正な

原価」の収受を義務化することが

決まったが、ほとんどの企業はそ

んなに待てない、労働者の賃金も

上げられないので早期の施行を求

めること。そして今回の燃料暫定

税率廃止に伴い、荷主が運賃を下

げるという提案もあり、賃上げの

原資となる運賃を引き上げない悪

質な荷主も問題化しなければいけ

ない。なぜ、トラック産業の発展

が見送られてきたのか、私は「輸

送に対する適正な対価を払うとい

う認識が希薄になっている」とい

う社会風潮の問題があるのではな

いかと考える。

2030年時点で国内の輸送需要

に対して供給能力が大幅に不足し、

約34％の輸送が実現できなくな

る可能性を示す予測もされている

のに、改善されたのは労働時間の

短縮だけで、その反面、約30％

の運転手の賃金は、10万円未満

の賃金が下がったとされる。

来年の行政行動は「勝負の年」

として、要請の強化と、春闘の賃

上げを支部の要求額に伴ってどの

ような交渉をしていくか、しっか

り議論していきたい。

（副委員長 陣内恒治）
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国土交通省に強く要請する！

11月27日、第３回トラック産
業の将来を考える懇話会・近畿の
幹事会を開催しました。企業・組
合から18名が参加し、来る2026
年を「勝負の年」と位置づけ、業
界の持続可能な発展に向けた活発
な議論が交わされました。活動方
針として、トラック協会青年部と
のシンポジウムについて組織に新
しい視点を取り入れ、これまでに
ない取り組みに挑戦して、会員拡
大、業界全体での連携強化と活性
化を図ります。また、行政交渉で、

適正な運賃を強く要望することを
確認しました。中身として適正原
価の運賃料金指数が、標準的な運
賃指数より低く設定させないこと、
さらに、３年後の施行開始時期の
前倒しも強く求めていく方針が共
有されました。現場の声をストレー
トに届けることで、業界の持続可
能な業界と労働者の処遇改善を訴
求します。

２０２６年セミナー決定

２０２６年４月１１日、開催の
セミナーに向けて、講演者として
尾辻かな子議員（衆議院議員、

立憲民主党）と、上野耕一郎氏
（大阪府トラック協会常務理事）
から講演して頂くことを決定しま
した。業界の未来を見据えた、示
唆に富む講演が期待されます。
懇話会後に物流ウィークリーの

記者が取材に訪れ、懇話会の意義
を広く社会に発信していくととも
に我々の活動を掲載して頂く予定
です。

（懇話会幹事 南野一樹)

11月30日（日）に、大阪府
トラック協会協力のもと、今回
で３回目となる清掃ボランティ
ア活動が東大阪トラックターミ

ナル周辺で実施されました。
全港湾関西地本からは大阪支

部２名、阪神支部３名の計５名
が参加し、交通労連・運輸労連
をはじめ総勢55名で取り組みま
した。 参加者は、連携しなが
ら歩道や側溝に捨てられたゴミ
を丁寧に回収しました。 個人
的には、日頃から物流拠点周辺
の環境が軽視されがちな現状を
改めて実感し、こうした取り組
みの重要性を強く感じました。
この活動の目的は、トラック

ドライバーのマナー向上、地域
社会の美化、そして環境保護に
あります。引き続き、社会貢献
の一環として継続していくとと
もに、ゴミのポイ捨てゼロの実
現、また、適切なトラック待機
場所の確立に向けて、働きかけ
を強めていきたいと思います。

（車両部会長 南野一樹）

ポイ捨てストップ！マナー向上！

懇 話 会 の ホ ー

ム ペ ー ジ は こ

ち ら


